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自主
財源
41.8％依存

財源
58.2％

歳入歳出
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一般会計決算審査 認定

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
１
７
８
億
３

７
８
万
円
、
歳
出
総
額
１
７
０

億
５
，
７
９
９
万
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
７
億
４
，

５
７
９
万
円
で
、
翌
年
度
へ
の

繰
越
明
許
費
の
繰
り
越
し
財
源

５
，
３
２
８
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
６
億
９
，
２
５

１
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
自

治
法
第
２
３
３
条
の
２
等
の
規

定
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
へ
３

億
４
，
６
２
６
万
円
を
積
み
立

て
る
こ
と
と
し
、
残
り
３
億
４
，

６
２
５
万
円
を
令
和
７
年
度
に

繰
越
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
た
低
所
得
世
帯
支
援
事
業
、

滋
野
児
童
館
建
設
事
業
の
ほ
か
、

御
堂
地
区
ワ
イ
ン
振
興
施
設
整

備
事
業
、
庁
舎
１
階
の
窓
口
Ｄ

Ｘ
化
業
務
な
ど
で
す
。
当
初

１
５
３
億
４
，
０
０
０
万
円
で

ス
タ
ー
ト
し
た
一
般
会
計
予
算

は
、
13
回
の
補
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
市
財
政
の
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
は
い

ず
れ
も
国
の
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
す
。

令和６年度

健
康
・
福
祉

令
和
６
年
度

一般
会
計

子
育
て
・
教
育

令
和
６
年
度

一般
会
計

生
活
困
窮
者

　
　

自
立
支
援
事
業
費

　

新
規
相
談
件
数
は
前
年
度
よ

り
32
件
増
の
１
０
７
件
で
、
70

歳
代
の
相
談
が
急
増
し
ま
し
た
。

2,569万円

障
害
者
自
立
支
援

　
　
　
　

介
護
給
付
費

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

き
、障
が
い
者
・
障
が
い
児
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
の
在
宅
・

入
所
者
に
対
し
、
適
切
な
介
護
、

訓
練
な
ど
個
別
の
給
付
に
よ
り

支
援
を
し
ま
し
た
。

6億8,804万円

妊
娠
出
産

　
　

包
括
支
援
事
業
費

　

妊
産
婦
の
不
安
や
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
専
門
職
に
よ
る

伴
走
支
援
、
給
付
金
の
支
給
を

行
い
ま
し
た
。
相
談
事
業
で
は

母
子
健
康
相
談
は
延
べ
６
１
７

人
、
子
育
て
（
心
理
）
相
談
は

延
べ
42
人
な
ど
、
乳
児
家
庭
訪

問
は
１
５
５
件
、
産
後
ケ
ア 2,597万円

子
ど
も
・
子
育
て

　

支
援
交
付
金
事
業
費

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
お
け

る
不
安
感
・
孤
立
感
と
い
っ
た

精
神
的
・
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
は
か
る
た
め
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支

援
し
、
子
育
て
家
庭
を
見
守
り

応
援
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。
０
歳
児
か
ら
利
用
で

き
る
一
時
預
か
り
事
業
は
延
べ

８
６
８
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
を 6,509万円

開
設
し
、
延
べ
２
，１
９
９
人
が

利
用
し
、
学
校
・
家
族
以
外
の

人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
で
心
身

の
育
成
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

　
　

セ
ン
タ
ー
事
業
費

　

す
べ
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
で
き
る
環
境
を
整
え
、
子
ど

も
の
発
達
、
成
長
を
支
え
る
た

め
、
子
ど
も
が
大
人
に
な
る

ま
で
継
続
的
、
包
括
的
な
支 4,275万円

すくすくぽけっとのサイトトップページ

滋野児童館　竣工式

事
業
で
は
宿
泊
利
用
は
延
べ

１
０
０
泊
、
通
所
利
用
は
延
べ

１
８
３
回
、
産
後
健
康
診
査
は

受
診
者
２
７
７
回
で
し
た
。
ま

た
出
産
応
援
給
付
金
は
延
べ

１
３
３
人
、
子
育
て
応
援
給
付

金
は
延
べ
１
５
５
人
へ
支
給
し

ま
し
た
。

不
登
校
対
策
・
特
別
支
援

　
　
　
　
　

教
育
事
業
費

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
習

機
会
を
保
証
す
る
た
め
の
中
間

教
室
の
設
置
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
心
の
教
室
相
談

員
な
ど
の
配
置
を
し
ま
し
た
。 5,253万円

援
を
し
ま
し
た
。
相
談
件
数
は

２
８
１
件
、
ま
た
、
虐
待
実
件

数
は
85
件
あ
り
ま
し
た
。
子
育

て
・
子
育
ち
支
援
に
関
す
る
総

合
的
な
情
報
を
発
信
す
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト「
す
く
す
く
ぽ
け
っ

と
」
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
件
数
は

５
１
７
件
で
し
た
。
早
期
の
相

談
・
発
見
に
よ
る
増
加
も
含
ま

れ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 

地方譲与税
1 億 7,952 万円

市債
6 億 4,374 万円

消防費
5 億 7,177 万円

農林水産業費
7 億 4,475 万円

商工費
7 億 5,742 万円

教育費
9 億 6,500 万円

衛生費
15 億 7,940 万円

総務費
34 億 2,824 万円

土木費
15 億 2,369 万円

公債費
18 億 5,117 万円

議会費
1 億 4,294 万円

災害復旧費
1,806 万円 交付金

11 億 3,973 万円
民生費
54 億 7,555 万円

国県支出金
33 億 1,117 万円

地方交付税
50 億 9,423 万円 繰越金

3 億 8,816 万円

諸収入
5 億 4,942 万円

財産収入・寄附金
7 億 2,597 万円

分担金・負担金
使用料・手数料
2 億 4,271 万円

市税
41 億 5,910 万円

繰入金
13 億 7,004 万円

1.0％1.0％3.6％3.6％
6.4％6.4％

0.1％0.1％

0.8％0.8％
3.3％3.3％

4.4％4.4％
4.4％4.4％

5.7％5.7％

8.9％8.9％

9.3％9.3％

10.9％10.9％
20.1％20.1％

32.1％32.1％
18.6％18.6％

28.6％28.6％

23.4％23.4％

1.4％1.4％
2.2％2.2％

3.1％3.1％

4.0％4.0％

7.7％7.7％

※各金額と構成比は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

　

就
労
希
望
者
80
名
の
う
ち
27

名
が
就
労
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
社
会
的
な
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族
へ

の
相
談
・
訪
問
を
28
件
行
い
、

自
立
を
支
援
し
ま
し
た
。

滋
野
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

建
設
事
業
費

　

滋
野
小
学
校
隣
接
地
に
新
た

な
滋
野
児
童
館
を
整
備
し
ま
し

た
。
児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
、

職
員
の
連
携
体
制
を
整
え
、
見

守
り
体
制
の
強
化
を
は
か
り
ま

し
た
。
手
続
き
の
都
合
に
よ
り

太
陽
光
設
備
の
稼
働
に
遅
れ
が

出
て
お
り
、
10
月
１
日
か
ら
の

稼
働
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
社

会
文
教
委
員
会
か
ら
こ
れ
以
上

の
遅
れ
が
な
く
稼
働
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

 

3億1,649万円

�

大
谷　

真
宙
議
員

　

令
和
６
年
度
東
御
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・

農
業
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
移
住
定
住
な
ど

バ
ラ
ン
ス
よ
く
市
民
の
生

活
の
支
援
と
市
の
活
性
化

に
様
々
な
取
組
が
さ
れ
た
。

　
一
方
で
実
質
単
年
度
収

支
で
は
約
４
億
２
，７
８
４

万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
人
件

費
の
増
加
で
あ
り
、
物
価

高
騰
対
策
と
働
き
手
の
確

保
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、

本
年
度
以
降
で
は
財
政
健

全
化
の
取
組
が
必
要
で
あ

る
。

　

市
の
発
展
、
市
民
生
活

の
向
上
の
取
組
を
継
続
し
、

市
民
が
東
御
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た·

働
い
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
市
に
向
け
た

運
営
を
求
め
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

178億378万円170億5,799万円

№ サービス種類 支給決定者
(実定員) 延べ人員

１ 訪問系サービス 58 715

２ 短期入所 39 100

３ 療養介護 6 51

４ 生活介護 81 938

５ 施設入所支援 47 588

６ 自立訓練 8 28

７ 就労移行支援 16 37

８ 就労継続支援 149 1514

９ 就労定着支援 2 25

10 共同生活援助 53 550

11 計画相談支援 302 1172

12 地域相談支援 8 70

障害者自立支援介護給付費の昨年度実績
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学
力
・
体
力
向
上

　
　
　
　

対
策
事
業
費

　　

各
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員

が
入
り
、
子
ど
も
の
主
体
的
な

取
り
組
み
や
学
び
が
深
ま
る
よ

う
学
習
支
援
ソ
フ
ト
の
有
効
活

用
を
は
か
り
ま
し
た
。

東
部
地
区
小
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

実
施
設
計
等
業
務
委
託
料

　

建
物
の
基
本
設
計
お
よ
び
実

施
設
計
、
用
地
取
得
に
か
か
る

不
動
産
鑑
定
の
委
託
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

4,713万円1,700万円

窓
口
Ｄ
Ｘ
化
業
務
諸
経
費

　

窓
口
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

と
し
て
本
庁
舎
１
階
の
大
規
模

な
配
置
換
え
を
行
う
と
と
も
に
、

※
１

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
用
い
た
窓
口
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
書
か

な
い
・ 

待
た
な
い
・ 

回
ら
な

い
窓
口
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま

ず
は
書
か
な
い
窓
口
を
開
始
し
、

市
民
の
負
担
軽
減
お
よ
び
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。

※
１
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は
「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
」
の
略
で
、
パ
ソ
コ
ン

で
行
う
定
型
的
な
業
務
を
自
動

化
さ
せ
る
技
術
。

6,749万円

税
務
総
務
事
務
諸
経
費

　

令
和
６
年
12
月
か
ら
、
全
国

の
提
携
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
年
間
を
通
じ
6
時

30
分
か
ら
23
時
の
時
間
帯
に
、

所
得
証
明
書
等
を
交
付
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　

事
業
費　

　

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
運
営
業

務
に
お
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
る
運
営
状
況
の
確
認
に
よ

り
、
適
切
な
運
営
を
実
施
し

ま
し
た
。
生
ゴ
ミ
処
理
量
は

５
０
１
ｔ
、
生
ゴ
ミ
堆
肥
の
配

布
量
は
25
ｔ
、 

可
燃
ご
み
の
収

集
量
は
３
，
５
６
７
ｔ
と
な
り
、

前
年
度
の
約
１
０
２
%
、
77
ｔ

増
量
と
な
り
ま
し
た
。

733万円7,275万円

東部地区小学校給食センター外観イメージ図

地
球
温
暖
化
対
策

　
　
　
　
　
　

推
進
費

　

各
種
地
球
温
暖
化
対
策
補
助

金
の
実
施
に
よ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
促
進
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
電
力

会
社
エ
コ
パ
ワ
ー
と
う
み
に
よ

る
公
共
施
設
※
２
Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業

を
開
始
し
た
ほ
か
、
各
種 

啓

発
活
動
に
よ
り
地
球
温
暖
化
対

策
に
対
す
る
市
民
意
識
の
向
上

を
は
か
り
ま
し
た
。

※
２

Ｐ
Ｐ
Ａ
と
は
、
初
期
費
用

ゼ
ロ
で
太
陽
光
発
電
を
導
入
で

き
、
使
用
し
た
分
の
電
気
料
金

だ
け
を
支
払
え
ば
い
い
た
め
、

設
備
投
資
の
リ
ス
ク
を
避
け
つ

つ
、
脱
炭
素
化
や
電
気
代
削
減

を
目
指
せ
る
仕
組
み
。

4,553万円

ワ
イ
ン
＆
ビ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
事
業
費

　

ワ
イ
ン
＆
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
特
性
を
活
か
し
て
、
来
場

者
・
地
域
住
民
・
生
産
者
等
へ

多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
は
か

る
こ
と
に
よ
り
、「
ワ
イ
ン
シ

テ
ィ
・
と
う
み
」
の
実
現
・
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　
　

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
企
画

に
よ
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
参
加
者
に
向
け
、
市
内
産

ワ
イ
ン
を
核
と
し
た
市
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

1,380万円

く
ら
し
・
環
境

令
和
６
年
度

一般
会
計

農
業

令
和
６
年
度

一般
会
計

移
住
定
住

�

促
進

令
和
６
年
度

一般
会
計

観
光
・
交
通

令
和
６
年
度

一般
会
計

地
域
産
物
販
売
促
進

　
　

施
設
建
設
工
事
費

　

地
域
産
物
販
売
促
進
施
設
を

活
用
し
、
御
堂
産
ワ
イ
ン
を
中

心
に
東
御
市
産
ワ
イ
ン
を
市

内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
ワ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
と
う

み
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
指
定
管
理
者
と
し
て
「
㈱

カ
ー
ヴ
・
ド
・
ミ
ド
ウ
」
と
令

和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
基
本

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

6,928万円

地
域
計
画
推
進
事
業
費

　

10
年
後
の
農
地
利
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
し
た
年
齢
階
層
別
の

就
農
や
後
継
者
の
有
無
等
を
反

映
し
た
地
図
を
活
用
し
、
担
い

手
農
家
へ
の
一
層
の
農
地
の
集

積
・
集
約
を
推
進
す
る
た
め
、

５
地
区
で
２
回
ず
つ
計
10
回
の

話
し
合
い
を
行
い
、
地
域
計
画

を
策
定
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

土
地
改
良
事
業
費

　

農
業
用
施
設
耐
震
・

　
　

長
寿
命
化
事
業
費

　

地
震
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
農

業
用
施
設
の
事
故
や
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
防
災
重
点
農
業
用

た
め
池
の
耐
震
化
お
よ
び
農
業
用

施
設
の
長
寿
命
化
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
は
加
沢
池
の

耐
震
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

5万円8,642万円

観
光
地
域
づ
く
り

　
　
　
　

支
援
事
業
費

　

湯
の
丸
高
原
つ
つ
じ
祭
り
を

市
発
足
20
周
年
記
念
事
業
に
位

置
付
け
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
保
全

活
動
を
年
３
回
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
者
限
定
の
プ
レ
ミ

ア
ム
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
ガ
イ

ド
付
き
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
と
東
御
の
食

を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
型
・
滞

在
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。

3,077万円

海
野
宿
滞
在
型

交
流
施
設
改
修
工
事
費

　

海
野
宿
滞
在
型
交
流
施
設

（
う
ん
の
わ
）
改
修
工
事
に
要

し
た
費
用
で
す
。

4,939万円

交
通
対
策
諸
経
費

　

地
域
公
共
交
通
確
保

　
　

維
持
改
善
事
業
費

　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
運
営
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、Ａ
Ｉ(

人
工
知
能)

化
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
し
た
。

7,920万円

移
住
定
住
推
進
事
業
費

Ｕ·

Ｉ·

Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る

　
　
　

移
住
定
住
の
促
進

　
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」「
移

住
体
験
交
流
施
設
」「
就
業
支

援
」
を
一
体
的
に
提
供
す
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
提
供
し
、体
験
ツ
ア
ー

参
加
者
は
46
組
、
交
流
施
設
利

用
者
は
51
組
と
い
ず
れ
も
過
去

最
高
の
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

空
き
家
対
策
事
業
費

　

所
有
者
向
け
空
き
家
相
談
会

の
実
施
や
空
き
家
片
付
け
補
助 2,222万円7,732万円

金
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

に
よ
る
支
援
を
し
、
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
促
進
を
は
か
り

ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
新

規
登
録
件
数
は
35
件
、
契
約
成

立
件
数
は
過
去
最
多
と
な
る
24

件
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
意
見
交

換
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
を
通

し
て
、
空
き
家
予
備
軍
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
は
か
り
ま
し
た
。

�

シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

令
和
６
年
度

一般
会
計

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

強
化
事
業
費

　

市
発
足
20
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
効
果
的
な

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
関
係
人
口

の
拡
大
、
移
住
定
住
の
促
進
を

は
か
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

1,959万円

地
域
づ
く
り

令
和
６
年
度

一般
会
計

公
民
館
学
習
講
座

　
　
　
　
　
　

運
営
費

　

市
民
の
生
活
課
題
や
地
域
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
生
涯
学

習
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
暮
ら
し
の
向
上
や
安
心

し
て
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
た
市
民
活
動
を
支
援

し
ま
し
た
。

公
共
施
設

�

整
備

令
和
６
年
度

一般
会
計

県
東
深
井
線

　
　

歩
道
設
置
事
業
費

　

曽
根
地
区
に
お
け
る
歩
行
者

お
よ
び
通
学
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
の
た
め
、
地
形
測
量
お

よ
び
路
線
検
討
を
行
い
、
地
権

者
と
の
協
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

4,817万円1,335万円

書かない窓口の発券機

ワイン&ビアミュージアム

ワインテラス御堂

改修中の加沢池

湯の丸高原のレンゲツツジ

うんのわの客室

とうみレッツ号



令和6年度 一般会計・特別会計決算認定令和6年度 公営企業会計決算

7 62025年11月１日　東御市議会だより87号 令和7年11月１日　東御市議会だより87号

国
民
健
康
保
険

　
　

特
別
会
計

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
被

保
険
者
証
の
新
規
発
行
が
廃

止
と
な
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
る
人
に
は
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」、
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
「
資
格
確
認
書
」
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

被
保
険
者
数
は
、
５
，
６
８
１

人
で
対
前
年
度
比
２
４
１
人

減
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
で
は
、

歳入�29 億 4,307 万円
歳出� 29 億 433万円
差引� 3,873 万円

決算額

金
井
片
羽
線

　
　

歩
道
設
置
事
業
費

　

乙
女
平
地
区
に
お
け
る
歩
行

者
お
よ
び
通
学
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
の
た
め
、
用
地
10
筆

を
取
得
し
、
移
転
補
償
12
件
を

実
施
し
ま
し
た
。

道
路
施
設
等

　
　
　
　

修
繕
事
業
費

　

舗
装
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

25
路
線
（
24
工
事
）
の
舗
装
修

繕
を
実
施
し
ま
し
た
。
長
期
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
32
件
の
長

期
事
業
計
画
工
事
を
実
施
し
、

緊
急
対
応
と
し
て
舗
装
修
繕
な

ど
58
件
の
修
繕
を
実
施
し
ま
し

た
。

道
路
舗
装
等

　
　
　
　

修
繕
事
業
費

　

舗
装
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、

舗
装
修
繕
工
事
を
実
施
し
、
道

路
付
属
物
等
点
検
を
実
施
し
ま

し
た
。

1,967万円２億967万円1,839万円

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
　
　

補
助
金
事
業
費

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
橋
梁
の
修
繕
、
修
繕

設
計
お
よ
び
定
期
点
検
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は

海
野
宿
橋
の
修
繕
工
事
や
、
眼

鏡
橋
１
号
修
繕
設
計
業
務
委
託
、

道
路
橋
定
期
点
検
業
務
委
託
を

実
施
し
ま
し
た
。

3,643万円

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ

令
和
６
年
度

一般
会
計

統
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　

助
成
事
業
費

　

地
域
住
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
入
学
前
児
童
を
対
象
と

し
た
運
動
ス
ク
ー
ル
の
開
設
な

ど
に
よ
り
、
幅
広
い
世
代
に
認

知
さ
れ
、
ス
ク
ー
ル
等
の
活
動

お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
等
参
加
者
が

増
加
し
ま
し
た
。

 

4,944万円

令和
6年度

特
別
会
計
決
算

公
営
企
業
会
計
決
算

特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め
、

新
た
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
た
か
質
問
が
あ
り
、
集

団
検
診
に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
の
申
し
込
み
が
出
来
る
よ

う
に
整
え
た
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

介
護
保
険

　
　

特
別
会
計

　

第
一
号
被
保
険
者
お
よ
び
、

介
護
認
定
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

歳入� 31億2,195万円
歳出� 30億6,812万円
差引� 5,384万円

決算額

居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
等
の
在
宅
系
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
数
の
増
加
が
顕
著

で
し
た
。
第
一
号
被
保
険
者
数

は
９
，
５
８
５
人
で
前
年
よ
り

17
人
増
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
者
数
は
、
１
，
７
３
８
人
で

前
年
よ
り
60
人
増
と
な
り
、
認

定
率
は
対
前
年
度
比
０
．
５
ポ

イ
ン
ト
増
の
17
．
４
％
で
し
た
。

後
期
高
齢
者

　

医
療
特
別
会
計

　

保
険
料
率
の
改
定
が
あ
り
、

保
険
料
の
賦
課
限
度
額
が
66
万

円
か
ら
80
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
所
得
の
低
い
方
へ

の
均
等
割
額
の
軽
減
措
置
の
基

準
額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

歳入� ４億8,148万円
歳出� ４億6,131万円
差引� 2,017万円

決算額

ど
に
よ
り
、
入
院
患
者
数
は
延

１
６
，
３
５
３
人
で
前
年
度
比

０
．
９
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
ま
き
温
泉
診
療
所
は
外
来

患
者
数
延
１
２
，
１
９
５
人
で

前
年
度
比
２
．
０
％
増
、
訪

問
診
療
の
実
施
回
数
は
延
１
，

３
８
７
回
で
前
年
度
比
１
５
．

３
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

助
産
所
と
う
み
は
分
娩
件
数

は
69
件
で
前
年
度
よ
り
６
件
の

増
、
助
産
師
・
母
乳
育
児
外
来

は
６
７
０
件
、
１
カ
月
健
診

は
70
件
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

は
１
２
２
件
で
前
年
比
５
２
．

５
％
の
増
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
審
査
で
は
３
施
設
で
の
電

子
カ
ル
テ
の
共
有
に
つ
い
て
意

見
が
あ
り
、
病
院
側
か
ら
助
産

所
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度

に
予
定
し
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長

　
　

�　
　

村
山 

弘
子 

議
員

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
は
、

本
定
例
会
に
上
程
の
令
和
６

年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
の

他
、
特
別
会
計
決
算
認
定
３

件
、
公
営
企
業
会
計
決
算
認

定
３
件
、
令
和
７
年
度
の
補

正
予
算
５
件
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

　

審
査
に
お
い
て
は
、
総
務

産
業
、
社
会
文
教
両
常
任
委

員
会
の
詳
細
な
予
備
審
査
を

も
と
に
委
員
会
間
で
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
令
和
７
年
度

補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
審

査
で
は
、
宿
泊
交
流
拠
点
施

設
の
地
元
へ
の
説
明
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
地
元
新
張

区
の
代
議
員
会
で
は
説
明
を

し
、
補
正
予
算
成
立
後
、
市

全
体
へ
の
説
明
を
し
て
い
き

た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
定
例
会
で
債
務

東
御
市
水
道

　
　

事
業
会
計

　

水
道
水
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
委
員
か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
今
後
の
検
査
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
質
問

が
あ
り
、
国
で
来
年
度
か
ら
３

カ
月
に
１
回
開
閉
場
所
全
て
で
、

検
査
す
る
よ
う
決
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
に
お
い
て
も
国
に

従
い
行
っ
て
い
く
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

東
御
市
下
水
道

　
　

事
業
会
計

　

下
水
道
統
廃
合
に
よ
る
、
湯

の
丸
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
管
渠

収益� ７億912万円
費用� ５億6,429万円
差引� １億4,483万円

決算額
収益� 13億1,872万円
費用� 11億6,649万円
差引� １億5,223万円

決算額

接
続
工
事
に
つ
い
て
進
捗
状
況

と
収
益
性
に
つ
い
て
委
員
か
ら

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
上
り
線

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
入
る
手

前
ま
で
工
事
は
終
了
し
て
い

る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
東

部
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
工
事

が
終
わ
り
次
第
、
接
続
す
る
よ

う
進
め
て
い
る
。
下
水
道
の
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
年
間
１
，

０
０
０
万
円
の
試
算
で
あ
る
と

の
回
答
で
し
た
。

東
御
市
病
院

　
　

事
業
会
計

　

市
民
病
院
の
入
院
に
つ
い
て

は
、
常
勤
整
形
外
科
医
の
不
在
、

小
児
の
感
染
症
の
流
行
が
少
な

か
っ
た
こ
と
で
外
来
患
者
数
は

延
６
５
，
３
７
６
人
で
前
年
度

比
４
．
６
％
の
減
で
し
た
が
、

救
急
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
な

収益� 21億8,094万円
費用� 22億7,559万円
差引� 9,465万円

決算額

予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

令和
6年度

橋梁の修繕が完了した海野宿橋

Sany TOMI 運動スクールの様子

 

●集団健診（JA ヘルススクリーニング）＜ＪＡ信州うえだ・東御市共催＞ 

〇集団健診受診時は必ず資格確認書またはマイナ保険証をお持ちください。 

○検査内容：身体計測･血圧･検尿･血液検査･診察等○基本料金：1,000 円

○オプション検査：心電図検査（1,650 円)・眼底(990 円)・大腸がん検査

（1,617 円）・前立腺がん検査(1,870 円) ※前立腺がん検診は 50 歳以上が対象 

★申込期限：10 月 3 日（金）  ※先着順で締め切ります。  

＜お問い合わせ先＞ 健康推進課健康増進係℡ 0268-64-8883 

 

日付け 午前 午後 場所 申込 

11 月 11 日（火） × 〇 ラ・ヴェリテ 

２階 

   

 

11 月 12 日（水） 〇 〇 

11 月 13 日（木） 〇 〇 東御市保健 

センター 11 月 14 日（金） 〇 × 

2 月 4 日（水） ×  〇 和コミュニティ 
2 月 5 日（木） 〇  × 滋野コミュニティ 

東御市国民健康保険加入 40～74 歳の集団健診をお申込みの皆様へ    ① 

集団健診予約のご案内 

＊国保限定！ACE（エース）教室のご案内＊電話でもお申込み受付中！ 

日付け 教室名 内容 詳細・申込 

① 

10月10日 

（金） 

姿勢測定会 
4 ﾎﾟｰｽﾞ撮影するだけ

で姿勢が分かります 

姿勢や関節、筋肉

の傾向から推奨ス

トレッチを紹介。 

② 

10 月１6 日

（木） 

体組成測定会 
筋肉量や体脂肪量を

部位別で測定します 

結果から改善すべ

き 体 組 成 へ の 栄

養、運動面のアド

バイスをします。 

※①②の教室の場所は保健センターで時間は 10 時～11 時に行います。 

※①②は教室が始まる前に測定を行いますので 9 時半位にお越しください。 

○参加費：無料○定員：①、②の測定会先着各 8 名。  

負
担
行
為
を
提
案
す
る
理
由

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
全

体
の
予
算
規
模
を
示
し
理
解

を
得
た
い
と
い
う
こ
と
が
第

一
義
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
事

業
者
が
安
心
し
て
公
募
に
参

加
し
や
す
く
す
る
た
め
、
３

年
間
に
渡
る
事
業
を
市
が
や

り
き
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し

て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は

「
宿
泊
拠
点
施
設
整
備
事
業

は
、
市
に
お
い
て
財
政
健
全

化
に
向
け
た
取
組
が
あ
る
中

で
、
多
額
の
一
般
財
源
を
充

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
で
あ
る
。
３
年
間
の

債
務
負
担
行
為
と
い
う
こ
と

だ
が
、
実
質
的
に
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
上
に
、
事
業

の
全
体
像
が
全
く
見
え
て
こ

な
い
。」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

原
案
の
通
り
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
原
案
を
認
定
す
る

に
あ
た
り
、
次
の
付
帯
意
見

を
つ
け
ま
し
た
。

一
つ　

各
事
務
事
業
の

費
用
対
効
果
を
精
査
し
、

事
業
の
継
続
性
も
含
め

検
証
さ
れ
、
厳
し
い
財

政
運
営
の
中
、
効
果
的

な
事
務
事
業
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

一
つ　

市
が
普
及
促
進

を
図
り
、
議
会
も
注
視

し
て
い
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
事

業
を
含
む
太
陽
光
発
電

設
置
事
業
及
び
稼
働
予

定
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
迅
速
な
事
業

推
進
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。



令和7年度 一般会計・特別会計補正予算令和7年度 一般会計補正予算 討論

9 82025年11月１日　東御市議会だより87号 令和7年11月１日　東御市議会だより87号

議
案
第
55
号

令
和
７
年
度
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

東
部
地
区
小
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費　

　

東
部
地
区
小
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
係
る
土
地
借
地
お

よ
び
造
成
工
事
に
要
す
る
費
用

の
補
正
で
す
。

農
業
施
設
災
害

　
　

     

復
旧
費 （
単
独
）

 

7
月
10
日 

豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
農
業
用
施
設
の
急
を
要
す

る
費
用
の
補
正
で
す
。

新
規
就
農
者
育
成

　
　

  

総
合
対
策
事
業
費

　

新
規
就
農
者
の
経
営
発
展
に

必
要
な
機
械
や
設
備
等
の
導
入

の
補
助
に
要
す
る
費
用
の
補
正

で
す
。

8,548万円620万円740万円

　

国
の
交
付
金
（
新
し
い
地

方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交

付
金
「
第
２
世
代
交
付
金
」）

を
活
用
し
、
※
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

に
よ
り
民
間
活
力
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
公
共
施
設

（
宿
泊
・
交
流
の
拠
点
施
設
）

の
整
備
事
業
。（
新
張
区
横

堰
）

　

ワ
イ
ン
産
業
を
軸
と
し
た

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
東
御
市
な
ら
で
は
の
魅
力

あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た

�

大
谷　

真
宙
議
員

宿
泊
交
流
施
設
を
建
設
す

る
企
画
は
理
解
で
き
る
。
し
か

し
、
建
設
を
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
物
価
高
騰
に
よ
る
農
業
経

営
の
圧
迫
、
体
育
館
や
公
民
館

分
館
へ
の
冷
房
設
備
の
普
及
な

ど
の
市
民
生
活
の
課
題
に
も
よ

り
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
市

政
が
観
光
政
策
に
偏
重
す
る
こ

と
を
懸
念
し
反
対
す
る
。

�

窪
田　

俊
介
議
員

　

本
補
正
予
算
は
、
総
事
業
費

26
億
円
超
の
「
宿
泊
交
流
拠
点

施
設
整
備
事
業
」
を
開
始
す
る

予
算
で
あ
る
。
一
方
、
新
た
な

施
設
整
備
と
そ
の
施
設
運
営
に

つ
い
て
は
漠
と
し
た
ま
ま
で
あ

る
。
国
の
補
助
は
あ
る
も
の
の
、

一
般
財
源
を
投
入
す
る
公
共
性

を
判
断
す
る
材
料
が
な
い
。

�
 

瀬
田　

智
之
議
員

　

現
在
の
建
築
資
材
や
人
件
費

と
い
っ
た
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
な
か
、
観
光
需
要
の
変

化
が
読
み
に
く
い
現
状
に
お
い

て
の
、
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
整

備
と
い
う
本
補
正
予
算
の
『
箱

物
』
事
業
の
実
質
的
な
ス
タ
ー

ト
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
学
校
教
育
、
社
会
福
祉
な

ど
喫
緊
の
課
題
を
抱
え
る
本
市

に
直
結
す
る
最
優
先
の
施
策
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

�

斉
藤　

哲
議
員

　

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
整
備
事

業
は
、
交
流
・
滞
在
の
機
会
を

拡
大
し
、
観
光
消
費
や
関
係
人

口
の
増
加
と
い
う
地
方
創
生
に

資
す
る
投
資
で
あ
る
。
滞
在
時

間
の
延
長
に
よ
り
地
域
特
性
を

活
か
す
こ
と
は
、
宿
泊
施
設
不

足
と
い
っ
た
本
市
の
長
年
の
課

題
に
真
正
面
か
ら
応
え
る
と
と

も
に
地
域
産
業
の
裾
野
拡
大
に

も
寄
与
す
る
。

事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り

市
民
へ
の
丁
寧
な
情
報
提
供
を

お
願
い
し
て
原
案
に
賛
成
す
る
。

令
和
７
年
度

　
東
御
市
一
般
会
計

　
　
補
正
予
算（
第
３
号
）

社
会
文
教
委
員
会
現
地
調
査
報
告

総
務
産
業
委
員
会
現
地
調
査
報
告

生
活
保
護
費

　

利
用
実
績
の
増
加
に
伴
う
扶

助
費
の
補
正
で
す
。

体
育
施
設
照
明

　
　

  

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
費

　

体
育
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
要
す
る
費
用
の
補
正
で
す
。

し
な
の
鉄
道 

生
活
交
通

　
　

  

改
善
事
業
負
担
金　
　
　

　

し
な
の
鉄
道
の
生
活
交
通
改

善
事
業
に
係
る
沿
線
自
治
体
負

担
金
の
補
正
で
す
。

防
災
情
報
通
信
施
設
費

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
新
型
受
信
機
の
更

新
に
対
す
る
費
用
で
す
。

4,500万円1億3,400万円459万円455万円

スマホ用アプリ「マチイロ」で
� 「議会だより」を配信します

　スマホで簡単に全国の広報誌が閲覧できるアプリ「マチイロ（運営：株式会社
マチイロ）」で、東御市議会だよりが閲覧できるようになりました。
　「マチイロ」ホームページもしくは、右記の二次元バーコードからダウンロー
ドしてください。
　※アプリは無料で利用できますが、ダウンロードや情報の受信に通信料は利用者負担となります。

東御市議会だよりを
もっと身近に

App Store GooglePlay
ダウンロードはこちらから

反対
討論
（要約）

反対
討論
（要約）

賛成
討論
（要約）

反対
討論
（要約）

小
学
校
施
設
整
備
事
業
費　

　

北
御
牧
小
学
校
遊
具
修
繕
に

要
す
る
費
用
の
補
正
で
す
。

議
案
第
56
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

  

補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
要
す
る

費
用
の
補
正
で
す
。

議
案
第
57
号

介
護
保
険
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

国
県
支
出
金
お
よ
び
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
い
基
金
交
付

金
の
過
年
度
精
算
金
の
補
正
で

す
。

200万円769万円2,863万円

議
案
第
58
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制

度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
要
す
る

肥
料
の
補
正
で
す
。

議
案
第
62
号

令
和
7
年
度
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
3
号
）

宿
泊
交
流
拠
点

　
　

 　

  

施
設
整
備
事
業　

　

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
の
用
地

取
得
お
よ
び
有
識
者
等
に
よ
る

協
議
組
織
の
運
営
等
に
利
用
す

る
費
用
の
補
正
で
す
。

　

裁
決
の
結
果
、
原
案
の
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
原
案
賛
成

の
討
論
、
原
案
反
対
の
討
論
内

容
は
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
す
。 230万円1億9,352万円

　

９
月
定
例
会
で
は
、
市
が
祢

津
横
堰
地
区
で
計
画
し
て
い
る

「
宿
泊
交
流
施
設
拠
点
整
備
事

業
」
に
係
る
補
正
予
算
が
追
加

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
産
業
委
員
会
で
は
、
企

画
振
興
課
の
委
員
会
審
査
の
の

ち
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
予
定
地
の
周
囲
を
ほ

ぼ
一
周
し
、
実
際
の
地
形
や
現

況
を
確
認
し
ま
し
た
。　

　

地
図
な
ど
で
事
前
の
説
明
は

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
に

立
つ
と
予
定
地
の
広
さ
が
実
感

で
き
、
ま
た
予
定
地
内
の
民
家

や
廃
業
と
な
っ
た
養
豚
場
跡
な

ど
、
課
題
と
な
り
そ
う
な
場
所

の
様
子
も
把
握
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
宿
泊
施

設
不
足
の
解
消
や
観
光
振
興
、

地
域
の
活
性
化
な
ど
が
期
待
で

き
る
も
の
の
、
総
額
約
26
億
円

の
多
額
の
整
備
費
が
か
か
る
こ

と
か
ら
財
政
面
で
の
配
慮
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
し
っ
か
り
と
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

　

東
御
市
民
病
院
に
開
設
さ
れ

た
小
児
リ
ハ
ビ
リ
室
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
発
達
外
来
受
診
者
の

増
加
に
よ
り
、
発
達
に
特
性
が

あ
る
子
ど
も
へ
の
早
期
療
育
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

施
設
は
、
発
達
に
特
性
が
あ
る

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

運
動
を
通
じ
て
成
長
を
支
援
し

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

時
に
使
用
し
た
敷
地
内
の
旧
院

外
診
察
室
を
改
修
し
、
活
用
し

て
い
ま
す
。
病
院
施
設
本
体
と

隔
離
さ
れ
て
お
り
、
外
か
ら
の

干
渉
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
リ

ハ
ビ
リ
に
集
中
す
る
こ
と
が
可

能
な
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
・
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
学
習
障
が
い
・
知
的

障
が
い
な
ど
を
対
象
と
し
て
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を

用
い
た
全
身
運
動
や
、
ブ
ラ
ン

コ
で
の
揺
れ
回
転
運
動
、
パ
ズ

ル
と
工
作
な
ど
を
用
い
た
手
先

の
動
き
や
視
覚
を
使
っ
た
遊
び

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

遊
び
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の

成
長
発
達
に
と
っ
て
望
ま
し
い

関
わ
り
方
を
保
護
者
と
共
有
す

る
こ
と
が
大
切
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

施
設
利
用
に
あ
た
り
、
市
民

病
院
の
発
達
外
来
を
受
診
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
の
発
達
に
不
安
を
感
じ

た
場
合
は
、
是
非
と
も
早
め
に

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

議
案
第
62
号

討討
論論

様
々
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

と
連
携
し
た
地
域
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
目
的
。
市

内
の
宿
泊
施
設
不
足
の
解

消
、
滞
在
型
・
体
験
型
観

光
の
促
進
、
雇
用
の
創
出
、

地
域
資
源
の
有
効
活
用
な

ど
に
よ
る
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
発
展

さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

※
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
は･･･

設
計
・
建
設
・
運
営
を
民

間
事
業
者
が
一
体
的
に
担

う
事
業
ス
キ
ー
ム
を
い
う
。

東
御
市
宿
泊
交
流
拠
点

�

施
設
整
備
事
業

令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算

令和
７年度

※令和７年６月10日全員協議会時点でのイメージ図であり、
確定したものではありません。
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定例会の議決結果 下記以外の議案等は全会一致でした
議
　
案
　
番
　
号

 　　　　　　 　会派名・議員名

 　案　件

東翔の会 さわやかな風の会 しんせいの会 公明党 日本
共産党

田
中
　
信
寿

瀬
田
　
智
之

大
塚
　
博
文

大
谷
　
真
宙

小
林
　
祐
一

長
越
　
修
一

山
崎
　
康
一

滝
澤
　
栄
一

佐
藤
　
裕
太

花
岡
　
豊
一

村
山
　
弘
子

斉
藤
　
　
哲

田
中
　
博
文

髙
木
真
由
美

西
山
　
福
恵

窪
田
　
俊
介

市
毛
　
真
弓

議案第62号 令和７年度東御市一般会計補正予算（第３号） ○ ● ○ ● ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

本会議での各議員の賛否（賛成「○」、反対「●」、退席「退」、議長「／」、欠席「欠」）

令和７年９月 定例会の提出案件の審議結果

令和７年９月

議案番号 案　件 採決結果 予算決済特別委員会
審査結果

　令和６年度東御市歳入歳出決算（関連記事Ｐ２～７）

議案第48号
令和６年度東御市一般会計歳入歳出決算認定について

◎ ◎
　歳入178億378万円、歳出170億5,799万円で7億4,579万円の黒字

議案第49号
令和６年度東御市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

◎ ◎
　歳入29億4,307万円、歳出29億433万円で3,874万円の黒字

議案第50号
令和６年度東御市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

◎ ◎
　歳入31億2,195万円、歳出30億6,812万円で5,383万円の黒字

議案第51号
令和６年度東御市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

◎ ◎
　歳入4億8,148万円、歳出4億6,131万円で2,017万円の黒字

議案第52号
令和６年度東御市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

◎ ◎
　事業収入6億5,068万円、事業費5億2,217万円で1億2,851万円の黒字

議案第53号
令和６年度東御市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

◎ ◎
　事業収入12億7,614万円、事業費11億3,503万円で1億4,111万円の黒字

議案第54号
令和６年度東御市病院事業会計決算認定について

◎ ◎
　事業収入21億6,272万円、事業費22億7,908万円

　令和７年度東御市補正予算（関連記事Ｐ８）

議案第55号
令和７年度東御市一般会計補正予算（第２号）

◎ ◎　体育施設の照明LED化、東部地区小学校給食センター建設の関わる土地借地および
　造成工事等3億8,607万円の増額補正

議案第56号
令和７年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

◎ ◎
　子ども・子育て支援金制度のシステム改修に要する費用769万円の増額補正

議案第57号
令和７年度東御市介護保険特別会計補正予算（第１号）

◎ ◎
　国県支出金および社会保険診療報酬支払基金交付金の過年度清算金等2,863万円の増額補正

議案第58号
令和７年度東御市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

◎ ◎
　子ども・子育て支援金制度のシステム改修に要する費用280万円の増額補正

議案第62号
令和７年度東御市一般会計補正予算（第３号）

〇 〇　宿泊交流拠点施設の用地取得および有識者による協議組織の運営等に要する費用
　1億9,352万円の増額補正

　条例の新設・一部改正 採決結果 常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

議案第59号
東御市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

◎ － ◎　児童福祉法の一部改正に伴い、市町村条例で定めるべき乳児等通園支援事業の設備および
　運営に関する基準を定める

議案第60号
東御市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例

◎ ◎ －　育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部改正に
　伴い、所要の改正を行う

議案第61号
東御市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

◎ ◎ －
　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行う

議案第63号
東御市医学生奨学金貸付条例の一部を改正する条例

◎ － ◎
　地域医療を担う医師を目指す医学生を広く募るため、貸付対象者の要件を見直す

常任委員会審査結果の「―」印は、常任委員会に付託されなかった案件です。

採決結果：◎は全会一致　○は賛成多数　×は否決

東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。

市 問 う政 を
◀一般質問

東御市議会

一 般 質 問

議員
13名

瀬田　智之 ●部活動地域移行に伴う送迎体制の整備について
●学校給食について
●子どもたちの防犯対策について

村山　弘子 ●公共交通の現状と今後について
●国民スポーツ大会に向けての進捗状況について
●宿泊交流拠点施設のその後の進捗状況について

佐藤　裕太 ●ＡＥＤの設置状況等について

西山　福恵 ●小中一貫教育の取組について
●投票率向上と投票用紙のリサイクルについて
●感染症対策について

田中　信寿 ●小学校区単位の地域づくりについて
●農業生産現場の人手不足について

花岡　豊一 ●農福連携の取組について
●道路整備の取組について

市毛　真弓 ●祢津湯の丸バイパスについて
●子どもや赤ちゃん連れ家族が安心して
　利用できるトイレ施設について

髙木真由美 ●地域包括ケアの深化とさらなる推進について
●生活困窮者支援と孤立・孤独対策について
●子育て・子育ちを共に支える地域づく
　りの推進について
●安全・安心な子育て、教育環境の充実について

大塚　博文 ●地域防災計画について

田中　博文 ●災害時のペット避難対策について
●避難所の暑さ対策について

斉藤　哲 ●災害時の避難行動要支援者への支援体制について
●災害対策基本法等の一部改正に伴う取組について

窪田　俊介 ●子どもの医療費支援について
●国民健康保険について
●滞在型・体験型観光の推進について

大谷　真宙 ●破傷風ワクチンについて

瀬
せ

田
た

 智
と も

之
ゆ き

議員
　
　
学
校
給
食
に
つ
い
て

問	

本
市
に
お
け
る
物
価
高
騰

に
よ
る
影
響
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

本
市
の
学
校
給
食

で
使
用
す
る
食
材
に
つ
い
て

も
物
価
高
騰
の
影
響
は
大
き

く
、
特
に
主
食
と
な
る
米
飯
は

令
和
２
年
度
に
１
食
当
た
り
51
．

１
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
７
年

度
は
66
．７
円
に
値
上
が
り
し
、

30
．５
％
の
上
昇
、
パ
ン
は
45
．

９
円
が
59
．５
円
と
、
29
．６
％

の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
食
以
外
で
も
、
ほ
ぼ
毎
日

提
供
し
て
い
る
牛
乳
は
53
．３

円
が
67
．５
円
に
値
上
が
り
し

25
．6
％
上
昇
し
て
お
り
、
そ

れ
以
外
の
食
材
に
つ
い
て
も
、

価
格
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問	

激
変
緩
和
措
置
が
終
了
す

る
令
和
９
年
度
ま
で
に
給
食
費

の
改
定
は
あ
る
か
。

教
育
次
長　

定
め
ら
れ
た
給
食

費
の
中
で
最
大
限
の
努
力
を
行

い
、
保
護
者
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
努
め
て
い
く
が
、
給
食
費

の
改
定
や
見
直
し
が
必
要
と
な

る
場
合
に
は
、

学
校
お
よ
び

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
て

い
ね
い
な
協

議
を
し
、
状

況
に
合
っ
た

適
切
な
対
応

を
検
討
し
て

い
く
。

子
ど
も
た
ち
の

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て

問	

県
内
の
保
育
園
で
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
率
と
設
置
状
況
、

ま
た
本
市
の
公
立
保
育
園
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

本
市
を
除
く
県
内

18
市
の
状
況
を
確
認
し
た
こ
と

ろ
、
公
立
保
育
園
の
設
置
率
は

28
．３
％
、
３
分
の
１
の
６
市

が
全
園
に
設
置
し
て
い
る
。
設

置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
市

も
あ
り
、
他
市
で
も
設
置
が

徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

今
般
の
社
会
情
勢
の
中
に
お

い
て
は
、
不
審
者
等
の
対
応
は

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
保
育
園

保
護
者
会
連
合
会
か
ら
も
設
置

の
要
望
を
受
け
て
い
る
。
効
率

的
な
設
置
場
所
や
運
用
方
法
な

ど
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

学校給食で提供されている牛乳
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問	

現
在
、
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
小
中
一
貫
教
育
の
現
状
は

ど
の
よ
う
か
。

教
育
長　

北
御
牧
中
学
校
区
の

一
貫
教
育
は
、
平
成
25
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
一
貫
教
育
の

良
さ
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を

意
図
的
、
計
画
的
に
展
開
し
て

お
り
、
教
職
員
や
保
護
者
、
地

域
で
も
一
貫
教
育
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
な
り
、
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
や
、
豊
か

な
心
の
醸
成
が
さ
れ
て
き
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。
東
部
中
学

校
区
の
小
中
一
貫
型
教
育
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
４
小
学
校
と

東
部
中
学
校
で
実
施
さ
れ
、
中

学
校
で
と
も
に
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
が
、
互
い
の
良
さ
や
違
い
を

認
め
合
い
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ

に
学
び
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
、

児
童
の
交
流
や
学

習
内
容
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。

問	

一
貫
教
育
を

推
進
す
る
中
で
課

題
は
あ
る
か
。

教
育
長　

北
御
牧

中
学
校
区
で
は
、

小
中
学
校
が
離
れ

て
い
る
た
め
、
交

流
の
頻
度
を
増
や

す
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
東

部
中
学
校
区
は
、

問	

市
で
管
理
し
て
い
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

令
和
７
年
８
月
１

日
現
在
で
、
市
内
53
カ
所
に
そ

れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
を
常
備
し
て

い
る
。
ま
た
こ
の
他
に
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
際
の
貸
し
出
し
用

と
し
て
２
台
を
東
御
消
防
署
に

常
備
し
て
い
る
。

問	

夜
間
・
閉
校
時
に
お
け
る

校
内
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
利
用
は
可

能
で
あ
る
か
。

教
育
次
長　

市
内
各
小
中
学
校

に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

基
本
的
に
、
児
童
生
徒
等
の
学

校
生
活
に
お
け
る
緊
急
時
の
使

用
を
想
定
し
て
設
置
し
て
い
る
。

校
舎
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
夜
間
や
休
日
に
お
い
て
、

学
校
施
設
開
放
に
よ
る
体
育
館

や
校
庭
の
使
用
者
が
学
校
設
置

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。
学
校
施

設
開
放
で
学
校
施
設
を
使
用
し

て
い
る
方
や
近
隣
の
方
が
、
緊

急
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
学
校
職
員
に

声
が
け
を
し
て
も
ら
い
、
学
校

か
ら
持
ち
出
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

問	

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
ま
た

は
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
位
置
に

設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
日
々

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
、
人
の
生
命
お
よ
び
健
康
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
の

あ
る
医
療
機
器
で
あ
る
。
ま
た
、

日
常
の
点
検
体
制
の
整
備
、
盗

難
や
い
た
ず
ら
と
い
っ
た
防
犯

対
策
な
ど
の
ほ
か
、
気
温
や
天

候
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
よ

う
な
設
置
場
所
な
ど
と
い
っ
た
、

い
ざ
と
い
う
時
に
確
実
に
使
用

で
き
る
状
態
を
保
つ
と
い
っ
た

観
点
か
ら
の
慎
重
な
検
討
も
必

要
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後

は
他
自
治
体
で
の
運
用
状
況
な

ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
研
究

を
進
め
て
い
く
。

滋野コミュニティー設置のAED

小中合同の挨拶運動

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
等
に
つ
い
て

佐
さ

藤
と う

 裕
ゆ う

太
た

議員

村
む ら

山
や ま

 弘
ひ ろ

子
こ

議員

宿
泊
拠
点
施
設
の

　
　
　
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問	

内
閣
府
よ
り
宿
泊
拠
点
施

設
の
事
業
に
関
し
て
８
月
29
日

に
正
式
に
採
択
の
内
示
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
計
画

は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

令
和
７
年
度

中
は
、
地
元
に
事
業
内
容
と
今

後
の
進
め
方
を
説
明
す
る
。
用

地
に
つ
い
て
は
土
地
所
有
者
と

交
渉
を
行
い
、
契
約
成
立
後
、

既
存
建
物
の
解
体
・
撤
去
を
す

る
。
施
設
の
設
計
・
建
設
運
営

に
従
事
す
る
民
間
事
業
者
（
Ｄ

Ｂ
Ｏ
事
業
者
）
を
公
募
す
る
た

め
の
事
務
事
業
を
速
や
か
に
着

手
す
る
。
令
和
８
年
度
以
降
は
、

設
計
・
用
地
造
成
・
建
設
工
事

や
、
体
験
・
滞
在
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
策
定
や
誘
客
に
向
け
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を
進
め
、
令

和
９
年
度
中
の
竣
工
を
目
標
に

進
め
て
い
く
。

問	

国
か
ら
の

交
付
金
以
外
の

資
金
は
ど
う
す

る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

主
な
財
源
は
、

地
方
債
お
よ
び

一
般
財
源
や
ふ

る
さ
と
納
税
な

ど
の
寄
付
活
用

も
見
込
ん
で
い

る
。
他
に
民
間

事
業
者
か
ら
の

資
金
拠
出
、
付
帯
す
る
事
業
の

収
益
の
活
用
を
組
み
込
む
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
。

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け

�

て
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問	

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
あ
る

「
全
日
本
社
会
人
ボ
ク
シ
ン
グ

選
手
権
大
会
」
や
「
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
」
が
２
年
後
だ
が
、

市
民
へ
の
周
知
計
画
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　
「
信
州
や
ま

な
み
国
ス
ポ
」
東
御
市
広
報
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
情
報
発
信

の
他
広
報
啓
発
看
板
等
の
設
置

な
ど
を
進
め
て
い
く
。

問	

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル

や
ボ
ク
シ
ン
グ
の
リ
ン
グ
の
保

管
場
所
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

競
技
団
体
や

関
係
者
と
協
議
を
し
、
必
要
に

応
じ
て
「
仮
設
」
な
ど
で
対
応

し
て
い
く
。

他　

公
共
交
通
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

宿泊流拠点施設整備事業予定地の一部

中
学
進
学
に
向
け
、
４
小
学
校

間
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
の

小
・
中
連
携
の
充
実
が
必
要
と

考
え
る
。

問	

北
御
牧
で
は
、
小
中
学
校

を
一
つ
の
施
設
に
す
る
こ
と
で
、

一
貫
教
育
を
さ
ら
に
前
へ
進
め

や
す
く
な
る
と
考
え
る
。
今
か

ら
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ
て
も

よ
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長　

北
御
牧
中
学
校
に
お

け
る
小
中
一
貫
教
育
を
始
め
て

10
年
が
経
過
し
、
教
員
、
児
童

生
徒
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
が
、
様
々
な
角
度
で
の
研

究
が
必
要
と
な
る
、
全
国
的
な

一
貫
校
と
し
て
の
事
例
で
は

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、

地
域
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に

す
る
中
で
、
必
要
性
を
見
極
め

な
が
ら
研
究
を
し
て
い
く
。

他　

投
票
率
向
上
と
投
票
用
紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
に
つ
い
て

西
に し

山
や ま

 福
ふ く

恵
え

議員

田
た

中
な か

 信
の ぶ

寿
ひ さ

議員

小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

問	

小
学
校
区
単
位
の
各
地
域

づ
く
り
協
議
会
で
策
定
し
た
、

地
域
の
将
来
像
の
根
幹
で
あ
る

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
見
直
し
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

祢
津
、
和
地

区
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
が

完
了
し
、
冊
子
に
し
て
和
地
区

は
配
布
済
み
、
祢
津
地
区
も
配

布
を
10
月
に
予
定
し
て
い
る
。

田
中
、
滋
野
地
区
は
今
年
度
中

に
見
直
し
を
行
い
、
来
年
度
中

の
公
表
を
目
指
し
て
い
る
。
北

御
牧
地
区
は
、
見
直
し
す
る
こ

と
な
く
現
行
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

を
継
続
し
て
い
く
。

問	

活
動
や
事
業
内
容
に
よ
っ

て
は
、
外
部
人
材
が
必
要
と
な

る
場
合
も
あ
る
が
市
の
支
援
は

ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
を
活
用
す
る
事

例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
制
度
の

活
用
を
研
究
し
提
案

し
て
い
く
。

問	

各
協
議
会
の
組

織
体
制
維
持
に
つ
い

て
の
課
題
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

各

地
区
と
も
組
織
体
制

の
維
持
に
関
し
て
は
、

役
員
の
高
齢
化
と
成

り
手
不
足
が
課
題
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

問	
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
持
続
可
能
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
役
員
の
担
い
手

不
足
に
対
す
る
課
題
解
決
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

企
画
振
興
部
長　

役
員
の
担
い

手
不
足
に
係
る
課
題
に
つ
い
て

は
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
将
来

に
わ
た
る
取
組
を
左
右
す
る
も

の
で
あ
る
。
地
域
の
み
な
ら
ず

市
と
の
協
働
活
動
に
伴
う
課
題

解
決
に
も
影
響
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
各
地
区
で
開
催
さ

れ
る
地
域
づ
く
り
懇
談
会
な
ど

も
活
用
し
、
地
域
づ
く
り
協
議

会
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
を
す
る
中
で
課
題
解
決
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

他　

農
業
の
人
手
不
足
に
つ
い

て
の
質
問
を
し
た
。

和地域づくりの会で実施した移住者交流会での
朝鑑賞体験（市と共催）
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問	

道
路
整
備
が
地
域
に
果
た

す
役
割
と
は
何
か
。

都
市
整
備
部
長　

道
路
整
備
は
、

交
通
の
安
全
・
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
道
路
拡
幅
整
備
だ
け
で

な
く
、
地
域
経
済
の
物
資
の
輸

送
や
人
の
移
動
が
増
加
す
る
な

ど
の
ほ
か
、
防
災
、
日
常
生
活

で
は
災
害
時
の
避
難
経
路
の
確

保
、
買
い
物
・
医
療
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
、
幅
広
く

影
響
を
与
え
る
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
で
あ
る
。

問	

道
路
整
備
に
は
目
的
や
使

命
が
あ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て

き
て
い
る
、
現
状
の
道
路
整
備

と
今
後
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

交
通
の
安
全
確
保
を

目
的
と
し
て
、市
道
・

県
道
で
歩
道
整
備
を

実
施
、
ま
た
、
災
害

時
の
緊
急
輸
送
道
路

や
生
活
道
路
と
し
て

国
道
18
号
上
田
バ
イ

パ
ス
の
整
備
促
進
を

行
っ
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
高
規
格

道
路
２
路
線
の
早
期

事
業
化
、
主
要
地
方

道
東
御
嬬
恋
線
に
お

い
て
は
、
湯
の
丸
と

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
の
事
業
化
、

市
民
や
観
光
客
が
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
国
や
県
、
関
係
機

関
に
要
望
し
て
い
く
。

問	

東
御
嬬
恋
線
の
バ
イ
パ
ス

道
路
整
備
の
経
緯
と
今
後
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　

平
成
13
年
地

域
と
町
が
要
望
し
、
翌
14
年
に

事
業
化
さ
れ
た
が
地
権
者
か
ら

の
反
対
で
事
業
が
休
止
し
た
。

今
後
は
、
20
年
経
過
し
、
地
域

に
施
設
等
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
バ
イ
パ
ス
整
備
の
必
要

性
、
効
果
を
理
解
し
て
頂
け
る

よ
う
意
見
交
換
を
重
ね
、
了
解

を
得
て
い
く
よ
う
努
め
る
。

農
福
連
携
に
つ
い
て

問	

進
め
て
き
た
農
福
連
携
の

取
り
組
み
で
課
題
は
何
か
。

産
業
経
済
部
長　

取
り
組
み
は

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
必
要
な
情
報
が
行
き

渡
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

祢津湯の丸バイパス（東御市案） 道
路
整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

花
は な

岡
お か

 豊
と よ

一
か ず

議員

問	

事
業
化
の
背
景
と
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

休
止
か
ら
約

20
年
が
経
過
し
、
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
が
で
き
、
御
堂
に

ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
畑
が
整
備
さ

れ
た
。
湯
の
丸
や
御
堂
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
を
目
的
に
、
湯
の

丸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
東

御
嬬
恋
線
ま
で
の
道
路
整
備
を

県
へ
お
願
い
し
て
き
た
。
再
ス

タ
ー
ト
の
段
階
で
、
県
の
事
業

内
容
は
決
定
し
て
い
な
い
。

問	

こ
の
大
事
業
は
、
住
民
生

活
と
環
境
に
多
大
な
影
響
を
も

た
ら
す
。
住
民
合
意
を
ど
の
よ

う
に
と
っ
て
い
く
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

断
続
的
に
意

見
交
換
が
で
き
る
組
織
の
立
ち

上
げ
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

�

ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

問	

芸
術
む
ら

公
園
で
オ
ム
ツ

替
え
が
出
来
る

ト
イ
レ
は
、
２

カ
所
し
か
な
く

少
な
い
と
感
じ

る
。
今
後
の
整

備
予
定
は
あ
る

か
。

産
業
経
済
部
長　

明
神
館
と
憩
い

の
家
に
交
換
台

や
ベ
ビ
ー
チ
ェ

ア
を
設
置
し
た
ト
イ
レ
が
あ
る
。

現
在
、
他
の
施
設
に
設
置
す
る

予
定
は
な
い
。

問	

利
便
性
向
上
の
た
め
に
、

今
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

明
神
館
や
憩

い
の
家
の
ト
イ
レ
を
気
軽
に

使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
周
知
し
、

施
設
の
入
口
や
公
園
内
に
ト
イ

レ
の
利
用
案
内
等
を
掲
示
す
る
。

問	

明
神
館
と
憩
い
の
家
の
休

館
日
の
ト
イ
レ
使
用
状
況
は
、

ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

明
神
館
は
、

休
館
日
の
水
曜
日
も
使
用
で
き

る
よ
う
開
放
し
て
い
る
。

問	

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し

た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ト
イ
レ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

経
済
産
業
部
長　

コ
テ
ー
ジ
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
整
備
を
昨
年
度
実

施
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ト
イ
レ
の

整
備
は
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
し

て
い
な
い
。

湯の丸インターから祢津へ向かう道路

　
祢
津
湯
の
丸
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

市
い ち

毛
げ

 真
ま

弓
ゆ み

	議員

問	

今
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た

「
生
活
福
祉
総
合
相
談
窓
口
」

の
相
談
件
数
と
内
容
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

７
月
末
現
在

に
お
け
る
新
規
相
談
件
数
は
48

件
で
、
前
年
度
よ
り
増
加
し
て

い
る
。
相
談
者
の
年
齢
は
10
代

か
ら
80
代
と
幅
広
く
、
そ
の
内

容
も
生
活
困
窮
を
は
じ
め
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
就
労
、

傷
病
、Ｄ
Ｖ
等
、多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

問	

窓
口
を
、
市
と
ま
い
さ
ぽ

東
御
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
効
果
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

情
報
共
有
の

即
時
性
が
高
ま
り
、
迅
速
な
支

援
方
針
の
検
討
が
可
能
と
な
っ

た
。

地
域
ケ
ア
の

　
　
　
　

深
化
に
つ
い
て

問	

高
齢
者
日
常
サ
ー
ビ
ス
の

状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

８
月
末
現
在

の
申
請
者
は
22
名
で
サ
ー
ビ
ス

開
始
が
６
名
、
調
整
中
が
16

名
で
あ
り
、

サ
ポ
ー
ト

内
容
は
、

草
取
り
、

家
の
掃
除
、

ゴ
ミ
出
し

な
ど
で
あ

る
。

子
育
て
・
子
育
ち
支
援

問	

一
時
預
か
り
事
業
の
利
用

状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
・
教
育
次
長　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

育
児
負
担
の
軽
減
や
趣
味
な
ど

に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
兄
弟

の
通
院
、
学
校
行
事
へ
の
参
加

な
ど
で
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
立
保
育
園
で
は
、
長
時
間
利

用
が
可
能
な
た
め
保
護
者
の
就

労
が
最
も
多
く
、
里
帰
り
出
産

の
際
に
も
利
用
で
き
る
。

問	

２
０
２
６
年
度
か
ら
全
国

展
開
さ
れ
る
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

本
制
度
は
、
生
後

６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
ま
で

の
保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い

乳
幼
児
が
、
保
護
者
の
就
労
要

件
を
問
わ
ず
柔
軟
に
通
園
で
き
、

子
ど
も
の
育
ち
の
応
援
や
保
護

者
の
孤
立
感
等
を
解
消
す
る
目

的
が
あ
る
た
め
、
来
年
度
か
ら

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

生活福祉総合相談窓口の様子

生
活
困
窮
者
支
援
と

　
　
　
　
　
孤
立
・
孤
独
対
策
に
つ
い
て

髙
た か

木
ぎ

 真
ま

由
ゆ

美
み

議員

問	

土
石
流
対
策
の
た
め
、
県

が
主
体
と
な
っ
て
砂
防
堰
堤
工

事
等
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
工
事
が
困
難
な

場
所
に
は
、
砂
防
セ
ン
サ
ー
等

の
設
置
が
有
効
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

都
市
整
備
部
長　

工
事
の
要
望

だ
け
で
な
く
、
セ
ン
サ
ー
設
置

の
要
望
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
県
お
よ
び
関
係
機
関
と
共

に
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
パ
ト

ロ
ー
ル
」
も
実
施
し
て
い
る
。

問	

大
規
模
災
害
時
の
避
難
生

活
に
対
し
て
簡
易
ト
イ
レ
の
設

置
だ
け
で
な
く
、
携
帯
ト
イ
レ

の
備
蓄
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
使
用
後
の
携
帯

ト
イ
レ
の
処
理
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

凝
固
剤
等
で
水

分
を
安
定
化
さ

せ
た
使
用
済
み

携
帯
ト
イ
レ
は
、

可
燃
ご
み
と
し

て
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
焼
却

処
理
を
行
う
。

収
集
も
平
常
時

と
同
様
に
委
託

業
者
が
行
う
。

問	

防
災
訓
練

で
の
消
火
栓
の

取
扱
い
訓
練
は

東京都練馬区で配布している携帯トイレ

　
　
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

大
お お

塚
つ か

 博
ひ ろ

文
ふ み

議員

重
要
で
あ
り
、
実
際
に
水
を
出

す
こ
と
は
と
て
も
有
効
と
考
え

る
。
実
際
に
水
を
出
し
た
と
こ

ろ
は
何
カ
所
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

水
を
出
し
て
訓
練
す
る
箇
所
を

増
や
す
た
め
、
防
災
訓
練
の
通

知
書
類
に
、
消
火
栓
使
用
許
可

願
い
の
「
用
紙
」
を
入
れ
て
お

い
た
ら
ど
う
か
。

総
務
部
長　

放
水
訓
練
は
今
年

度
11
カ
所
で
行
わ
れ
た
。
申
請

用
紙
の
配
布
は
、
放
水
訓
練
の

ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
検
討
し

て
い
く
。

問	

野
立
て
の
太
陽
光
発
電
施

設
で
、
管
理
不
十
分
と
考
え
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
。
改
善
す
る

よ
う
指
導
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
「
環
境
保
全

に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

適
正
な
管
理
を
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
く
。
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問	

破
傷
風
ワ
ク
チ
ン
「
破
傷

風
ト
キ
ソ
イ
ド
」
の
出
荷
が
停

止
さ
れ
た
時
期
に
市
民
病
院
へ

の
影
響
は
ど
う
か
。

市
民
病
院
事
務
長　

出
荷
停
止

期
間
中
は
予
防
接
種
の
受
付
を

停
止
す
る
と
と
も
に
、
院
内
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
案
内
を
掲

示
・
掲
載
し
、
来
院
者
と
市
民

田
た

中
な か

 博
ひ ろ

文
ふ み

議員

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
避
難
対
策
に
つ
い
て

問	

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
扱

い
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

災
害
発
生
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
に
は
、
ペ
ッ
ト
同

伴
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
避
難

場
所
や
避
難
所
等
の
安
全
な
場

所
に
避
難
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、

避
難
所
内
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の

扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
避
難
所
ご
と
の
実
情
に
応
じ

て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
な

お
、
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
に

基
づ
き
訓
練
を
受
け
、
認
定
さ

れ
た
盲
導
犬
、
介
助
犬
な
ど
の

身
体
障
が
い
者
補
助
犬
に
つ
い

て
は
、同
伴
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

問	

近
隣
市
で
は
今
回
の
避
難

訓
練
で
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
訓

練
も
取
り
入
れ
た
そ
う
だ
が
、
東

御
市
は
こ
の
よ
う
な
避
難
訓
練

の
必
要
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

ペ
ッ
ト
同
行
訓
練

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市

の
実
施
状
況
を
参
考
に
し
な
が

ら
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

避
難
所
の
暑
さ

　
　

対
策
に
つ
い
て

問　
避
難
所
に
お
け
る
暑
さ
対

策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

各
避
難
所
の
暑
さ

対
策
と
し
て
大
型
扇
風
機
や
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
防
災

備
品
倉
庫
に
備
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
備
蓄
資
材
を
活
用
し
た

暑
さ
対
策
が
基
本
と
な
る
が
、

猛
暑
の
場
合
な
ど
に
は
、
小
中

学
校
の
教
室
や
児
童
館
、
中
央

公
民
館
、
地
区
公
民
館
な
ど
の

空
調
設
備
の
整
っ
た
、
そ
の
他

指
定
避
難
所
へ
の
移
動
な
ど
も

必
要
に
応
じ
対
応
し
て
い
く
。

問	

暑
さ
対
策
に
対
し
て
、
夏

の
避
難
所
で
の
ル
ー
ル
作
り
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

避
難
者
の
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
に
、
必

要
不
可
欠
と
認
識
し
て
お
り
、
国

や
県
か
ら
示
さ
れ
る
通
知
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
進
め
る
。

環境省のパンフレット

問	

避
難
行
動
要
支
援
者
の
対

象
数
と
個
別
避
難
計
画
策
定
者

数
は
ど
う
か
。
な
ら
び
に
地
区

別
で
み
た
避
難
行
動
要
支
援
者

数
の
分
布
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

個
別
避
難
計

画
策
定
者
数
は
２
８
２
名
で
あ

り
、
特
に
配
慮
を
要
す
る
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
個
別
避
難
計

画
の
策
定
は
完
了
し
て
い
る
。

地
区
別
分
布
は
、
田
中
地
区
50

名
、
滋
野
地
区
56
名
、
祢
津
地

区
50
名
、
和
地
区
47
名
、
北
御

牧
地
区
45
名
で
あ
る
。

問	

広
域
避
難
施
設
に
お
い
て
、

避
難
行
動
要
支
援
者
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

広
域
指
定

避
難
所
へ
保
健

師
等
の
医
療
専

門
職
を
含
め
た

３
名
の
職
員
を

「
要
配
慮
者
・

救
護
班
」
と
し

て
配
置
し
、
避

難
さ
れ
て
き
た

要
支
援
者
へ
の

体
制
を
整
え
て

い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
広
域
指

定
避
難
所
の
一

般
避
難
ス
ペ
ー

ス
と
は
別
に
福

祉
避
難
室
を
設
け
、
状
態
の
変

化
に
留
意
し
な
が
ら
対
処
し
て

い
る
。
生
活
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
の
あ
る
方
に
対
し
て
は
、

社
会
福
祉
施
設
等
へ
二
次
的
避

難
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問	

災
害
時
、
特
に
配
慮
を
必

要
と
す
る
方
々
が
避
難
で
き
る

福
祉
避
難
所
数
の
現
状
と
充
足

状
況
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
社
会

福
祉
施
設
な
ど
９
カ
所
を
指
定

し
て
い
る
が
、「
個
別
避
難
計

画
」
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
専

門
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
が

想
定
よ
り
多
く
、
現
在
協
定
す

る
施
設
で
は
受
け
入
れ
が
困
難

で
あ
る
と
判
明
し
た
。
次
年
度

に
向
け
協
定
締
結
事
業
所
の
拡

充
と
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
福

祉
避
難
所
に
指
定
し
て
い
く
。

さ
ら
に
配
慮
を
要
す
る
高
齢
者

等
と
福
祉
避
難
所
を
紐
づ
け
て

直
接
避
難
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
く
。

福祉避難所への避難の流れ

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
支
援
体
制
に
つ
い
て

斉
さ い

藤
と う

　哲
さとる

議員

窪
く ぼ

田
た

 俊
しゅん

介
す け

議員

問	

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
整
備

事
業
の
取
組
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

企
画
振
興
部
長　

３
カ
年
計
画

と
し
て
６
月
に
申
請
し
た
宿
泊

交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
、
お

よ
び
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備

事
業
は
、
国
に
採
択
さ
れ
、
８

月
29
日
に
長
野
県
を
通
じ
て
本

年
度
分
の
交
付
金
に
つ
い
て
内

示
額
が
示
さ
れ
た
。

問	

採
択
内
示
さ
れ
た
古
民
家

レ
ス
ト
ラ
ン
整
備
事
業
と
宿
泊

交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
全
体
像
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

本
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た

予
算
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点

か
ら
、
国
の
交
付
金
を
適
切
に

活
用
し
つ
つ
、
ま
ず
「
宿
泊
機

能
」
を
中
心
に
整

備
し
、
そ
の
進
捗

な
ど
を
踏
ま
え
て
、

「
交
流
・
体
験
機

能
」
等
を
段
階
的

に
整
備
す
る
予
定

だ
。
整
備
の
進
め

方
は
、
設
計
・
建

設
・
運
営
を
担
う

民
間
事
業
者
を
今

後
選
定
し
て
、
当

該
事
業
者
の
提
案

内
容
を
踏
ま
え
て

事
業
の
具
体
化
を

進
め
る
。
そ
の
過
程
で
、
整
備

内
容
や
工
程
等
を
整
理
し
、
順

次
お
示
し
す
る
。

問	

新
年
度
の
重
点
事
業
と
し

て
も
記
載
の
な
か
っ
た
数
十
億

円
規
模
の
事
業
に
対
し
て
議
会

が
判
断
で
き
る
材
料
は
未
だ
提

供
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

本
事
業
は
国

の
交
付
金
の
活
用
が
前
提
で
あ

る
。
採
択
の
内
示
が
８
月
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
当

初
の
重
点
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
、

市
政
運
営
説
明
会
、
議
会
全
員

協
議
会
で
の
説
明
や
、
施
設
整

備
基
本
構
想
素
案
に
対
す
る
意

見
募
集
な
ど
、
可
能
な
範
囲
で

情
報
提
供
に
努
め
て
き
た
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
事
業

の
全
体
像
の
具
体
化
に
合
わ
せ
、

適
切
な
時
期
に
情
報
を
お
示
し

し
、
議
会
審
議
に
資
す
る
よ
う

説
明
し
て
い
く
。

宿泊交流拠点施設整備事業（第１期：Ｒ７～Ｒ９）の財源 
令令和和７７年年度度～～９９年年度度  内内訳訳    

  総総事事業業費費  国国県県支支出出金金  地地方方債債  一一般般財財源源  

  2,624,916

千円 

1,228,309

千円 

1,197,900

千円 

198,707

千円 
年年度度  事業費 

（単位：千円） 
国県支出金 地方債 一般財源 事事業業内内容容  

ＲＲ７７  193,519 30,659 121,000 41,860 
コンソーシアム体制整備、事業用地の

測量・取得、既存建物解体・撤去工

事、DBO 事業者選定、その他ソフト

事業等 
ＲＲ８８  1,166,444 583,219 509,200 74,025 

ＤBO 事業支援業務委託、用地造成工

事、実施設計・工事監理業務委託、建

設工事・付帯設備工事、その他ソフト

事業 
ＲＲ９９  1,264,953 614,431 567,700 82,822 

工事監理業務委託、建設工事・付帯設

備工事（宿泊交流拠点施設のみ）、そ

の他ソフト事業 

※ Ｒ８、９年度の国県支出金及び地方債については確定数値ではありません。 
 
 
 
宿泊交流拠点施設整備事業（第1期整備事業の財源）

破傷風ワクチン（破傷風トキソイド）

滞
在
型
・
体
験
型
観
光
の
推
進
に
つ
い
て

な
ど
へ
周
知
を
は
か
っ
た
。

　

医
師
の
判
断
で
治
療
が
必
要

と
判
断
し
た
患
者
へ
破
傷
風
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
で
き
て
お
り
、

出
荷
停
止
に
よ
る
影
響
は
少
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

問	

子
ど
も
達
が
接
種
す
る
破

傷
風
ワ
ク
チ
ン
へ
の
影
響
は
。

市
民
病
院
事
務
長　

通
常
ど
お

り
供
給
さ
れ
て
お
り
影
響
は
な

い
。

問	

市
民
病
院
で
過
去
５
年

間
で
破
傷
風

の
受
診
の
状

況
は
ど
う
か
。

市
民
病
院
事

務
長　

受
診

は
な
い
。
な

お
、
予
防
的

な
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
件
数

は
令
和
３
年

度
が
94
件
、

令
和
４
年
度

が
63
件
、
令

和
５
年
度
が

70
件
、
令
和
６
年
度
が
71
件
、

令
和
７
年
度
は
８
月
末
現
在
で

28
件
と
な
っ
て
い
る
。

問	

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
状

況
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

市
民
病
院
事
務
長　

７
月
29
日

に
「
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
」
の

出
荷
が
再
開
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
現
在
も
出
荷
量
は
、

停
止
前
よ
り
減
少
し
て
お
り
、

月
初
め
に
、
出
荷
量
に
応
じ
各

医
療
機
関
へ
の
分
配
数
が
決
定

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
入
荷
量
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
未
定
で
あ
る
。
患
者

数
や
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
数
に

よ
っ
て
は
、
再
度
、
接
種
の
制

限
を
す
る
場
合
も
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
出
荷
・
入
荷
状

況
等
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

接
種
が
必
要
な
患
者
に
は
速
や

か
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
破
傷
風
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

大
お お

谷
た に

 真
ま

宙
ちゅう

議員



きらり★キラリ

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
活
動
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

伊
藤
さ
ん　
こ
れ
ま
で
、
各
隊
員

が
自
家
用
車
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

貼
っ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
警
察
か
ら
認
定
さ
れ
た

地
域
の
自
主
防
犯
団
体
が
青
色
回

転
灯
な
ど
を
自
動
車
に
つ
け
て
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
す
。
現
在
、

講
習
を
受
け
た
隊
員
12
人
が
、
朝

夕
に
２
〜
３
人
の
組
で
、
２
時
間

ほ
ど
和
小
学
校
区
内
を
巡
回
し
て

い
ま
す
。

活
動
を
始
め
る
に
あ
た

っ
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か

伊
藤
さ
ん　
個
人
所
有
の
自
動
車

で
は
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
に
使
用
で

き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
と
き
は

困
り
ま
し
た
。

　
幸
い
、
市
内
の
企
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
企
業
の
自
動
車
を
登

録
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
解
決
し
ま
し
た
。

地域の
� 防犯パトロールに取り組む

議会の傍聴へ
お越しください

  令和7年12月定例会における一般質問は
12月８日・９日に予定されています。

東御市議会
ホームページ

「和
わ

んぱく見守り隊」
隊長　伊藤 隆也さん

　
今
年
度
、
和か
の
う

地
区
で
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
を
始
め
ら
れ
た

�

「
和
ん
ぱ
く
見
守
り
隊
」
に
つ
い
て
、
隊
長
の
伊
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
和
ん
ぱ
く
見
守
り
隊
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い

伊
藤
さ
ん　
平
成
18
年
に
発
足
し
、

現
在
は
約
50
人
の
隊
員
で
、
朝
と

夕
方
に
児
童
の
登
下
校
を
見
守
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
顔
馴
染
み
に
な
っ
た
隊
員
と
子

ど
も
達
が
お
互
い
に
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
た
り
、
会
話
を
楽
し
ん
だ

り
と
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
的
に
「
和
ん
ぱ
く
見

守
り
隊
」
と
和
小
学
校
、
長
野
県

警
が
懇
談
会
を
開
き
、
見
守
り
活

動
で
気
づ
い
た
こ
と
を
情
報
共
有

し
、
意
見
を
交
換
し
て
い
ま
す
。

あとがき広
報
委
員

田
中　
博
文

西
山　
福
恵

佐
藤　
裕
太

小
林　
祐
一

大
谷　
真
宙

市
毛　
真
弓

瀬
田　
智
之

大
塚　
博
文

山
崎　
康
一

　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想をお寄せください。

【発行・お問い合せ】

東御市議会・事務局
〒389-0592 長野県東御市県281-2

TEL.0268-64-5810
FAX.0268-62-5040
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� この広報は議員の自主編集で発行しています。

　本会議､全員協議会、常任委員会､特別
委員会は傍聴することができます。
　定例会の日程は､確定後、
東御市議会ホームページに
掲載しますので､ご確認くだ
さい。
※一般質問の日程は変更と
なる場合があります。

酷
暑
も
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
、
保
育
園
の
運
動

会
や
「
巨
峰
の
王
国
ま
つ
り
」、「
火
の
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
楽
し
い
行
事
が
続
き
ま
し
た
。

一
方
、
県
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
加
え
百
日
咳
の
発
生
が
収
束
し

ま
せ
ん
。
早
い
真
冬
の
到
来
、
厳
し
い
寒
さ
予
報
も

出
て
い
ま
す
。
今
年
も
あ
と
二
カ
月
、
く
れ
ぐ
れ
も

健
康
に
留
意
し
て
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

市
毛 

真
弓

こ
れ
か
ら
の
活
動
を
教

え
て
く
だ
さ
い

伊
藤
さ
ん　
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
児

童
の
見
守
り
に
加
え
て
地
域
全
体

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
も
取
り
組

み
、
皆
さ
ん
が
よ
り
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

取
材
感
想

　
和
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
と
、

見
守
り
活
動
の
熱
量
を
感
じ
ま
し

た
。
隊
員
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
申

し
上
げ
、
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま

す
。


